
― 1―

安
藤
野
雁
考
・
補
（
そ
の
八
）

―
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と
し
て
の
伝
記
―
―

 

遠
　
　
藤
　
　
　
　
宏

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
駿
河
国
富
士
郡
大
宮
の
佐
野
定
経
（
角
田
桜
岳
）
の
日
記
等
を
通

し
て
安
藤
野
雁
の
動
向
を
追
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
同
じ
主
旨

の
既
発
表
拙
）
1
（
稿
の
続
篇
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
前
稿
（
注
1
⑶
拙
稿
）
と
の
間
の

脈
絡
を
先
ず
略
述
し
て
お
く
。

　

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
八
月
二
十
六
日
、
東
海
道
原
宿
辺
の
新
田
、
柏
森

貞
兵
衛
宅
に
滞
在
中
の
野
雁
が
定
経
と
初
め
て
対
面
し
て
以
来
、
二
人
の
関
係

は
密
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
同
年
九
月
十
六
日
に
野
雁
は
富
士
川
対
岸
の
岩
淵

に
移
っ
て
二
人
の
交
渉
は
中
断
し
た
（
こ
の
間
の
こ
と
は
注
1
⑴
拙
稿
に
記
し

た
）。
そ
の
五
年
後
の
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）（
一
八
五
四
）
六
月
二
十
一
日
、

江
戸
に
出
て
き
て
い
た
定
経
は
野
雁
を
訪
ね
て
再
会
と
な
っ
た
。
こ
の
日
の
こ

と
も
既
に
述
べ
た
（
注
1
⑵
拙
稿
）
の
だ
が
、
同
時
に
、
野
雁
側
の
資
料
に
見

ら
れ
、
野
雁
と
交
渉
を
も
っ
て
い
た
信
夫
顕
古
・
津
田
真
道
な
ど
に
つ
い
て
も

述
べ
た
。
そ
し
て
更
に
、
彼
等
も
含
め
て
、
定
経
の
日
記
に
見
ら
れ
る
、
野
雁

と
関
わ
っ
た
人
物
に
つ
い
て
述
べ
た
（
注
1
⑶
拙
稿
）。
し
か
し
、
野
雁
の
名

が
見
ら
れ
る
記
事
は
右
の
一
日
分
の
一
条
し
か
採
り
上
げ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
日
以
後
の
記
事
に
現
わ
れ
る
野
雁
を
中
心
に
述
べ
て

い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
定
経
の
日
記
の
底
本
そ
の
他
の
基
本
的
な
事
柄
に

関
し
て
は
、
一
連
の
拙
稿
（
注
1
⑴
〜
⑶
拙
稿
）
に
お
け
る
も
の
と
同
様
と
す

る
。

　

野
雁
の
名
が
日
記
に
現
わ
れ
る
回
数
は
か
な
り
多
い
。
ほ
と
ん
ど
毎
日
あ
る

い
は
隔
日
と
い
う
時
期
も
あ
る
。
煩
雑
で
は
あ
る
が
全
て
を
挙
げ
る
こ
と
に
す

る
。

　

嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）（
一
八
五
四
）

　

⑴
六
月
二
十
一
日

本
所
綠
町
三
丁
め
長
沢
氏
へ
行
、
は
や
役
所
へ
出
勤
被
致
候
趣
、
御
新

造
ニ
逢
ひ
何
く
れ
申
遣
候
而
こ
ゝ
を
出
、
弐
ツ
め
橋
を
わ
た
り
林
町
へ
行
、

野
雁
子
を
尋
る
ニ
不
知
、
松
井
町
へ
通
り
か
ゝ
り
候
ニ
信
夫
嘯
山
子
ニ
逢
ひ
、

又
同
道
し
て
行
ニ
、
伊
勢
屋
惣
兵
衛
と
い
ふ
も
の
方
ニ
居
る
、
久
ニ々
而
逢

ひ
、
往
事
何
く
れ
咄
す
、
す
し
、
酒
な
と
を
出
す
、
又
嘯
山
子
も
来
る
、

同
人
ハ
先
へ
帰
る
、
わ
れ
昼
後
迄
咄
し
、
こ
ゝ
を
出
、
九
ツ
過
宿
へ
帰
る

（
一
金
壱
分
也　

安
藤
野
雁
子
へ
恵
）
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⑵
八
月
二
十
六
日

一
金
壱
分
也　

野
雁
子
ニ
か
し
、
都
合
三
度
金
壱
両
也

　

⑶
八
月
三
十
日

今
朝
野
雁
子
来
る

　

⑷
九
月
二
日

野
雁
子
来
る
（
略
）
野
雁
子
と
夜
諸
岡
へ
行
、
野
々
口
古
今
講
釈
を
き
く
、

九
ツ
頃
湯

　

⑸
九
月
三
日

今
朝
野
雁
子
来
る
、
春
吉
・
野
雁
子
番
町
へ
行

　

⑹
九
月
五
日

一
金
弐
朱
也　

外
弐
百
文　

野
雁
子
へ
春
吉
ゟ
か
し

　

⑺
月
日
不
明

一
金
壱
両　

信

一
金
弐
分　

安

　
（
略
）

一
金
壱
両　

新
発

一
金
壱
両　

開
伝

　

以
上
が
嘉
永
七
年
の
分
で
あ
る
。
⑴
は
、
前
々
稿
（
注
1
⑵
拙
稿
）
に
お
い

て
採
り
上
げ
た
条
で
あ
る
が
、
叙
述
の
都
合
上
再
掲
し
た
。
よ
っ
て
こ
の
条
に

つ
い
て
の
解
説
は
省
略
す
る
。
な
お
、
こ
の
記
事
の
末
尾
の
か
っ
こ
内
は
、

「
小
遣
扣
」（
注
2
イ
参
照
）
の
同
日
条
の
も
の
（
以
下
、
同
様
）。

　

⑴
か
ら
⑵
ま
で
約
二
か
月
の
間
隔
が
あ
る
が
、
日
記
の
欠
落
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
そ
の
二
か
月
の
間
に
野
雁
は
都
合
三
度
合
計
一
両
の
借
金
を
定
経

に
対
し
て
作
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
両
は
結
構
高
額
で
あ
る
。
西
国
郡
代
寺
西
元

栄
の
死
去
に
よ
っ
て
郡
代
手
付
の
役
か
ら
離
れ
た
野
雁
は
桑
折
銀
山
取
締
役
の

養
父
の
居
る
郷
里
に
も
戻
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
定
職
の
無
い
ま
ま
江
戸
に
し
が
み

つ
い
て
い
た
。
生
活
は
厳
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
野
雁
に
と
っ

て
定
経
は
甘
え
を
許
し
て
も
ら
え
る
恰
好
な
つ
て
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
⑴

の
場
合
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
一
分
の
恵
で
あ
っ
た
が
、
⑵
⑹
で
は
貸
し
に

な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
後
間
も
な
く
恵
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
野
雁

に
関
す
る
記
事
の
多
く
は
、
こ
の
恵
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

何
回
も
書
い
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
野
雁
は
「
在
病
貧
苦
如
斯
有
」（
入

霞
記
」〈『
刀
祢
記
』〉）
と
述
べ
て
い
）
3
（
る
。
嘉
永
七
年
の
四
年
後
の
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
日
記
は
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
定

経
が
江
戸
に
行
っ
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
り
、
野
雁
と
ど
う
関
わ
っ
て
い

た
の
か
と
い
う
点
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
点
は
と
も
か
く
と
し
て
、
野
雁
に
は

病
苦
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
貧
苦
は
常
に
つ
き
ま
つ
わ
っ
て
い
た
。
む
し
ろ
、
自

身
が
選
ん
だ
道
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
野
雁
は
貧
苦
に
も
か
か

わ
ら
ず
生
き
方
を
転
換
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
後

に
も
継
続
し
て
述
べ
る
）。

　

⑶
の
詳
細
（
定
経
の
許
に
行
っ
た
理
由
）
は
不
明
。
一
飯
を
期
待
し
て
の
こ

と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

⑷
に
は
、
諸
岡
と
野
々
口
の
名
が
出
て
く
る
。
諸
岡
は
諸
岡
理
助
（
理
輔
）、

野
々
口
は
野
々
口
（
大
国
）
隆
正
で
あ
ろ
う
。
師
岡
理
助
は
医
師
で
、
当
時
両

国
久
松
町
に
居
宅
が
あ
り
、
そ
こ
に
野
々
口
隆
正
が
寄
遇
し
て
い
）
4
（
た
。
こ
の
日
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（
九
月
二
日
）
の
約
三
か
月
半
前
の
五
月
十
七
日
、
日
記
に
よ
る
と
、
久
松
町

に
隆
正
を
訪
ね
て
い
る
（
こ
の
時
は
玄
関
先
で
帰
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
気
押

さ
れ
た
の
で
も
あ
ろ
う
）
5
（

か
）。
そ
の
後
は
、
隆
正
の
門
人
を
介
し
て
彼
の
近
著

を
借
り
て
も
い
る
し
、
門
人
の
方
も
定
経
の
宿
を
何
回
も
訪
れ
て
長
話
し
を
し

た
り
し
て
い
る
。
そ
の
流
れ
の
下
に
上
掲
の
九
月
二
日
条
が
あ
る
。
定
経
は
、

『
古
今
集
評
注
』
の
著
が
あ
る
隆
正
の
許
に
野
雁
を
伴
っ
て
古
今
集
の
講
義
を

聴
講
し
に
赴
い
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
野
雁
に
も
、
そ
の
時
既
に
古
今

集
講
義
の
経
験
が
あ
）
6
（
る
。
定
経
が
野
雁
を
伴
っ
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
隆
正

の
力
量
を
野
雁
に
測
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
単
純
に
、
一
人

で
は
心
細
か
っ
た
か
ら
な
の
か
（
右
に
記
し
た
よ
う
に
、
初
回
の
訪
問
の
時
に

は
会
わ
ず
に
帰
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
）。「
九
ツ
頃
入
湯
」
と
あ
る
。
聴
講
は
数

時
間
に
及
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
定
経
は
満
足
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

一
方
、
野
雁
の
心
中
は
如
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
少
く
と
も
講
義
を
拝
聴
す

る
積
り
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
謹
聴
も
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

講
義
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
隆
正
に
対
し
て
羨
望
の
念
を
抱
い
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

な
お
、
定
経
と
師
岡
理
助
と
は
、
翌
年
に
掛
け
て
互
い
の
居
処
を
往
来
し
て

い
る
様
子
が
他
の
五
個
所
の
記
事
に
認
め
ら
れ
る
が
、
掲
出
す
る
こ
と
は
省
略

す
る
。

　

⑸
に
お
い
て
、
野
雁
は
定
経
の
宿
か
ら
番
町
へ
行
っ
て
い
る
。
番
町
と
は
塙

忠
宝
の
和
学
講
談
所
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
目
的
は
不

明
。
こ
の
後
に
も
、
定
経
を
介
し
て
番
町
に
行
っ
て
い
る
の
で
、
野
雁
の
番
町

行
き
に
つ
い
て
は
そ
の
個
所
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
野
雁
が
定
経
と
関
わ
ら

ず
に
番
町
に
ど
の
く
ら
い
行
っ
て
い
た
か
は
不
明
。

　

⑺
は
、
前
稿
（
注
1
⑶
拙
稿
）
に
お
い
て
述
べ
た
。
安
が
野
雁
。
弐
分
貰
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
信
は
信
夫
顕
古
、
新
発
は
新
発
田
（
柴
田
）
収
造
、
開

伝
は
津
田
真
道
で
あ
る
。
野
雁
の
額
が
少
い
が
、
他
の
三
人
が
定
経
の
為
に
仕

事
を
し
た
、
そ
の
代
価
で
あ
る
の
に
対
し
て
野
雁
の
は
借
金
。

　

九
月
五
日
以
後
の
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
野
雁
の
動
向
は
詳
し
く
は
わ

か
ら
な
い
が
、「
嘉
永
七
年
冬
の
は
じ
め
」（『
せ
き
山
』
序
文
、
信
夫
顕
古

筆
）
に
、
紀
行
文
集
『
せ
き
山
』
を
ま
と
め
て
い
る
（
自
筆
本
）。

　

ま
た
、
十
二
月
に
は
「
佐
野
定
経
に
乞
は
れ
て
」（『
刀
祢
記
』）、
海
防
論
を

書
い
て
い
る
。
野
雁
は
江
戸
を
離
れ
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

『
万
葉
集
新
考
』
は
巻
十
（
万
葉
集
巻
三
の
譬
喩
歌
か
ら
巻
末
ま
で
）
を
書
き

終
え
よ
う
と
し
て
い
た
（
あ
る
い
は
、
書
き
終
え
て
い
た
）。
巻
十
の
巻
末
近

く
に
八
木
美
穂
が
「
こ
と
し
嘉
永
七
年
の
夏
に
亡ナ
ク

な
り
し
」
と
聞
い
た
と
記
し

て
い
る
。
美
穂
は
、
六
月
二
十
六
日
に
没
し
て
い
）
7
（
る
。「
こ
と
し
」
と
あ
り

「
嘉
永
」
と
あ
る
の
で
、
安
政
に
改
元
す
る
十
二
月
二
十
七
日
以
前
に
記
し
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
野
雁
畢
生
の
万
葉
集
総
釈
の
仕
事
は
極
貧
の
中
で
継
続

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
後
に
も
述
べ
る
が
、『
万
葉
集
新
考
』
を
入
質
す

る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
嘉
永
七
年
の
分
は
、
後
半
の
四
か
月
弱
と
い
う
短
期
間
で

も
あ
っ
て
記
事
の
分
量
は
少
な
い
が
、
以
後
の
野
雁
の
動
向
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
こ
と
を
含
む
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
看
過
で
き

な
い
。
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安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

　

⑻
二
月
二
十
一
日

安
藤
氏
下
谷
江
行
、
上
野
様
・
谷
野
サ
マ
同
道
、（
略
）
旦
那
様
御
入
湯
、

青
山
様
上
野
様
之
一
件
ニ
付
大
ひ
ニ
御
立
腹
（
略
）
安
藤
先
生
客
ニ
而
奥
州

中
藤
様
よ
り
金
三
分
拝
借
、
持
参
衣
類
質
物
ゟ
受
出
し
、
春
同
道
ニ
而
金

壱
分
不
足
之
分
た
す
、
本
所
ニ
而
春
・
安
藤
氏
昼
飯
（
略
）
夜
明
七
半
時

本
所
三
ツ
目
先
河
岸
通
出
火
、
春
林
町
安
藤
先
生
・
伊
勢
屋
本
家
へ
見
舞

（
一
金
壱
分
也　

安
藤
先
生
質
物
受
出
し
不
足
分　
同
日
一
三
百
八
文　

安

藤
先
生
・
春
昼
飯
代　
同
日
一
金
壱
分
也　

安
藤
先
生
質
物
分
）

　

⑼
二
月
二
十
二
日

安
藤
氏
菓
子
（
略
）
七
時
ニ
中
村
新
平
様
・
青
山
様
・
安
藤
氏
三
春
屋
ゟ

番
丁
へ
行

　

⑽
二
月
二
十
三
日

安
藤
先
生
・
春
横
山
町
よ
り
て
う
ち
ん
持
参

　

⑾
二
月
二
十
四
日

早
夕
飯　

安
藤
先
生
来
る

　

⑿
二
月
二
十
五
日

三
春
屋
ニ
而
安
藤
先
生
同
道
酒
飯
（
一
三
百
六
拾
文　

安
藤
野
雁
様
下
帯
・

手
拭
遣
ス
分
）

　

⒀
二
月
二
十
六
日

八
半
時
安
藤
先
生
来
る
（
略
）
安
藤
先
生
帰
る

　

⒁
二
月
二
十
七
日

安
藤
先
生
来
る
、
年
号
之
政
事
之
本
写
行

　

⒂
二
月
二
十
八
日

安
藤
先
生
来
る
、
下
谷
富
蔵
殿
来
る
、
上
野
様
一
件
、
田
川
屋
為
吉
来
る　

さ
け
御
ぜ
ん
壱
升
小
西
よ
り
取
、
三
春
屋
ゟ
ま
く
ろ
な
べ
三
人
、
御
せ
ん

三
人
（
略
）
五
時
安
藤
先
生
大
酔
ニ
而
信
夫
様
同
道
藥
研
堀
縁
日
へ
花
見

見
物
（
一
七
拾
弐
文　
田
川
屋
・
安
藤
氏
は
ま
く
り
む
き
身
代
）

　

⒃
二
月
三
十
日

安
藤
先
生
来
る
（
略
）
安
藤
先
生
四
時
ニ
帰
る

　

以
上
が
、
安
政
二
年
二
月
の
分
で
あ
る
。
日
記
の
安
政
二
年
分
は
二
月
二
十

一
日
か
ら
始
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
毎
日
、
野
雁
は
定
経
の
宿
に
来
て
い
る
。
三
月

も
同
様
で
あ
る
。
二
十
一
日
以
前
も
同
様
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

野
雁
が
頻
繁
に
訪
れ
る
理
由
は
お
お
よ
そ
わ
か
る
。
一
つ
は
、
定
経
の
求
め
で
、

書
籍
を
写
す
（
⒁
）
こ
と
。
以
後
の
記
事
に
は
書
籍
の
解
読
や
、
定
経
が
興
味

を
惹
く
書
籍
を
選
別
す
る
こ
と
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
定
経
に
関
わ
る

雑
事
を
処
理
す
る
（
⑻
・
⒂
）
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
常

時
か
臨
時
か
は
不
明
だ
が
、
酒
食
や
金
銭
の
提
供
を
受
け
て
い
る
。

　

⑻
の
場
合
、
青
山
・
上
野
の
一
件
で
大
変
立
腹
し
た
定
経
の
要
請
（
？
）
で
、

野
雁
は
下
谷
（
⒂
に
見
ら
れ
る
富
蔵
の
家
で
あ
ろ
う
）
に
行
っ
て
い
る
。
⒂
は

恐
ら
く
一
件
の
手
打
ち
の
た
め
に
双
方
が
定
経
の
宿
に
会
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
野
雁
も
合
席
し
、
馳
走
に
与
っ
て
大
酔
。
花
見
に
は
行
き
そ
び
れ
た

が
、
蛤
剥
き
身
の
土
産
（
？
）
付
き
で
満
足
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

野
雁
が
下
谷
に
行
っ
て
い
る
時
に
、
定
経
の
宿
に
野
雁
を
訪
ね
て
来
た
人
物

が
い
た
。
奥
州
中
藤
氏
で
あ
る
。
こ
の
中
藤
は
、
野
雁
が
桑
折
に
居
た
頃
以
来
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の
旧
知
の
間
柄
に
あ
っ
た
中
藤
新
兵
衛
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
新
兵
衛
は

桑
折
に
隣
接
す
る
梁
川
に
居
処
が
あ
る
。
桑
折
に
あ
る
本
家
は
代
々
銀
山
役
人

を
勤
め
て
い
て
、
野
雁
の
養
父
安
藤
祐
次
の
同
輩
・
配
下
で
あ
っ
た
。
そ
の
本

家
に
新
兵
衛
は
屢
々
訪
れ
て
い
る
し
、
野
雁
や
そ
の
子
達
（
長
男
八
郎
、
次
男

次
郎
助
）
の
面
倒
も
種
々
見
て
い
）
8
（
る
。
そ
の
頃
、
中
藤
本
家
で
は
江
戸
に
も
居

宅
を
構
え
て
い
）
9
（
た
。
銀
山
の
銀
を
上
納
す
る
た
め
に
上
府
し
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
新
兵
衛
が
江
戸
に
出
て
来
た
時
は
そ
こ
に
泊
っ
て
い
た
。
新
兵
衛
が
今

回
出
府
し
て
来
た
理
由
及
び
野
雁
を
訪
ね
て
来
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
桑

折
の
養
父
や
義
弟
の
意
思
が
関
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で

き
る
。
運
悪
く
新
兵
衛
は
、
結
果
と
し
て
出
血
は
な
か
っ
た
も
の
の
質
の
受
け

出
し
に
付
き
合
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

野
雁
が
衣
服
を
入
質
す
る
と
い
う
の
は
初
見
だ
が
、
⑿
に
も
見
ら
れ
る
よ
う

な
下
帯
や
手
拭
ま
で
も
新
調
で
き
ず
僅
か
な
金
額
の
借
金
も
す
る
と
い
う
状
態

で
は
、
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
後
述
の
記
事
で
は
、
彼
に
と
っ
て
は
衣
服

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
重
い
意
味
を
持
つ
物
が
質
草
に
な
っ
て
い
る
（
37
）。

　

⑻
に
は
な
お
、
江
戸
の
華
の
一
つ
、
火
事
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
火
元
の
本

所
三
ツ
目
先
河
岸
通
は
野
雁
の
住
む
林
町
と
は
竪
川
の
対
岸
だ
が
近
い
。
ま
さ

に
近
火
な
の
だ
が
慌
て
た
様
子
は
見
え
な
い
。
対
岸
（
と
い
っ
て
も
川
幅
は
狭

い
）
で
あ
る
こ
と
と
、
あ
る
い
は
風
向
き
に
も
よ
る
の
か
。
後
出
の
火
事

（
⒄
）
の
場
合
は
、
近
火
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
に
か
な
り
慌
て
て
い
る
。

定
経
の
日
記
に
は
火
事
の
記
事
が
頻
出
す
る
。
記
事
に
漏
れ
が
無
い
と
は
言
え

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
貴
重
な
記
録
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
⑼
で
は
、
野
雁
は
定
経
の
宿
近
く
の
三
春
屋
（
飲
食
店
）
で
食
事
を

し
た
後
、
番
丁
に
行
っ
て
い
る
。
番
長
に
は
和
学
講
談
所
が
あ
る
。
こ
の
日
の

番
町
行
き
の
目
的
は
不
明
だ
が
、
以
後
の
記
事
に
も
番
町
行
き
が
複
数
回
出
て

く
る
。
中
に
は
大
切
な
記
事
も
あ
る
（
後
述
）。

　

⒄
（
安
政
二
年
）
三
月
一
日

安
藤
先
生
来
る
、
写
本
点
付
（
略
）
安
藤
先
生
・
春
三
春
屋
昼
飯
取

（
略
）
夕
飯
小
西
よ
り
酒
壱
升
、
安
藤
先
生
・
松
浦
様
四
ツ
時
ニ
帰
る
、
夜

九
半
時
よ
り
小
網
町
壱
丁
目
始
出
火
、
西
風
甚
敷
す
く
に
荷
物
方
付
る
、

松
村
保
之
助
様
之
弟
子
見
舞
ニ
来
る
、
浅
草
藤
八
殿
見
舞
来
る
、
右
両
人

大
ひ
ニ
は
た
ら
き
、
神
田
小
玉
ヶ
池
水
町
玄
道
様
江
荷
物
預
ケ
野
雁
先
生

来
る
、
風
呂
敷
包
壱
つ
持
参
、
水
町
様
江
置
、
番
は
な
わ
へ
に
け
る
（
出

金
壱
朱
也　

安
藤
先
生
）

　

⒅
三
月
三
日

安
藤
先
生
来
る

　

⒆
三
月
六
日

安
藤
先
生
御
張
出
ニ
聞
置
、
暮
方
帰
る

　

⒇
三
月
七
）
10
（

日

旦
那
様
・
安
藤
氏
芝
江
御
出
掛　

春
常
盤
橋
よ
り
日
本
橋
迄
跡
ゟ
行
、

（
略
）
御
旦
那
様
・
先
生
同
道
ニ
成
さ
つ
ま
様
上
屋
し
き
中
山
次
郎
左
衛

門
様
江
、
浜
屋
し
き
に
て
じ
や
き
せ
ん
拝
見
御
掛
り
宇
宿
彦
右
衛
門
様
七

半
時
迄
、
又
々
帰
り
ニ
中
山
様
ニ
て
四
時
迄
御
咄
し
、
芝
新
門
前
よ
り
安

藤
氏
先
江
帰
る
（
出
百
四
拾
文　

安
藤
氏
藤
く
ら
そ
う
り
）

　

21
三
月
八
日



― 6―

安
藤
先
生
来
る

　

22
三
月
十
一
日

安
藤
先
生
来
る
、
水
町
）
11
（

玄
道
様
江
近
火
之
節
荷
物
預
ケ
礼
（
略
）
松
浦
竹

四
郎
様
来
る
、
さ
け
、
安
藤
大
酔
ニ
而
来
る
、
春
同
道
ニ
而
三
春
屋
ゟ
重
つ

め
林
町
江
持
帰
る

　

23
三
月
十
二
日

（
出
百
文　

あ
し
の
や
ニ
て
安
藤
先
生
へ
）

　

24
三
月
十
三
日

五
半
時
ニ
安
藤
先
生
来
る
（
一
百
文　

安
藤
先
生
へ
）

　

25
三
月
十
四
日

（
出
百
文　

安
藤
先
生
江
）

　

26
三
月
十
五
日

五
半
時
安
（
マ
ヽ
）先
生
来
る
（
一
百
文　

安
藤
先
生
江
）

　

野
雁
が
定
経
の
宿
に
行
く
目
的
の
基
本
形
が
こ
こ
に
も
見
ら
れ
る
。
⒄
の
写

本
点
付
と
⒇
の
定
経
に
同
行
す
る
こ
と
。
後
者
の
場
合
、
一
介
の
町
人
が
薩
摩

屋
敷
に
行
き
た
い
の
だ
か
ら
元
西
国
郡
代
手
付
と
い
う
野
雁
の
肩
書
き
が
必
要

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
多
少
高
級
な
藤
倉
の
草
履
が
あ
て
が
わ
れ
て
い
る
。
た

か
が
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
が
、
蛇
味
線
の
た
め
に
。
付
き
合
い
切
れ
ず
に
野

雁
は
先
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。
定
経
の
際
限
の
無
い
興
味
の
強
さ
が
こ
こ
に
も

見
ら
れ
る
。

　

先
の
⑻
の
火
事
の
時
に
は
慌
て
な
か
っ
た
野
雁
も
そ
の
時
の
火
元
よ
り
も
遠

い
の
に
、
今
度
は
か
な
り
慌
て
て
い
る
。
火
元
の
小
網
町
一
丁
目
は
野
雁
の
住

む
林
町
の
ほ
ぼ
西
（
や
や
南
）。
西
風
甚
し
い
の
だ
か
ら
狼
狽
す
る
の
も
当
然
。

定
経
の
宿
の
あ
る
馬
喰
町
二
丁
目
は
風
下
で
は
な
い
が
近
い
ゆ
え
か
慌
て
て
い

る
。
野
雁
は
火
勢
の
向
く
方
角
を
横
切
っ
て
神
田
小
玉
が
池
へ
、
更
に
北
の
番

町
ま
で
逃
げ
て
い
る
。
広
大
な
敷
地
の
和
学
講
談
所
は
安
心
で
き
る
避
難
場
所

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
の
火
事
は
火
元
の
小
網
町
か
ら
北
東
に
当
る

大
川
端
に
あ
る
「
浅
草
か
わ
ら
町
松
平
伊
賀
守
様
中
屋
敷
」（
三
月
二
日
条
）

ま
で
延
焼
し
て
鎮
火
し
た
。
野
雁
ら
の
判
断
は
正
解
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
野

雁
の
荷
が
風
呂
敷
包
み
一
個
と
い
う
の
は
、
緊
急
避
難
時
に
は
そ
ん
な
も
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
彼
の
貧
困
が
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
中
に

『
万
葉
集
新
考
』
の
草
稿
は
入
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

23
の
日
記
部
分
に
は
野
雁
の
名
は
出
て
来
な
い
が
、「
五
半
時
あ
し
の
や
類

焼
見
舞
」
と
あ
る
の
で
、
火
事
の
通
り
路
に
あ
っ
た
薬
研
堀
も
巻
き
込
ま
れ
芦

ノ
屋
の
家
も
焼
け
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
芦
ノ
屋
で
、
野
雁
を
春
吉
が
ち
ょ
う

ど
行
き
合
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
日
、
野
雁
が
受
け
取
っ
た
百
文

の
意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
写
本
等
の
仕
事
を
し
た
と
い
う
記
事
は
三
月
一

日
の
後
は
見
ら
れ
な
い
。
24
25
26
も
同
様
。
野
雁
の
経
済
的
状
況
を
見
る
に
見

兼
ね
て
、
定
経
の
宿
に
顔
を
出
し
た
ら
百
文
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
ら

し
い
。
後
記
の
個
所
に
は
こ
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

27
（
安
政
二
年
）
三
月
十
六
日

高
原
礼
之
進
様
安
藤
氏
之
縁
類
ニ
而
右
同
人
之
御
咄
し
ニ
而
来
る
（
略
）
安

藤
先
生
四
時
ニ
来
る
（
略
）
安
藤
先
生
弐
枚
計
り
写
物
、
昼
飯
出
ス
、
旦

那
様
同
道
ニ
而
安
藤
氏
帰
る
（
出
百
文　

安
藤
先
生
江
）（
出
百
文　

安
藤
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先
）
12
（
生
）

　

28
三
月
十
七
日

旦
那
様
・
鉄
之
助
・
御
侍
・
安
藤
先
生
定
例
同
道
ニ
て
本
所
御
支
配
様
江

御
出
（
略
）
旦
那
様
・
鉄
之
助
様
雨
に
ぬ
れ
て
八
半
時
御
帰
り

　

29
三
月
十
八
日

安
藤
先
生
八
時
ニ　
（
一
百
文　

安
藤
先
生
江
）

　

30
三
月
十
九
日

安
藤
先
生
来
る
（
出
百
文　

安
藤
先
生
江
）

　

31
三
月
二
十
一
日

安
藤
先
生
定
例
（
一
百
文　

安
藤
先
生
江
）

　

32
三
月
二
十
二
日

安
藤
氏
定
例
（
一
百
文　

安
藤
先
生
）

　

33
三
月
二
十
三
日

安
藤
先
生
少
々
之
写
物　

夕
七
時
八
十
八
様
江
伝
言
頼
（
一
百
文　

安
藤

先
生
）

　

34
三
月
二
十
四
日

安
藤
先
生
定
例
（
一
百
文　

安
藤
先
生
）

　

35
三
月
二
十
五
日

安
藤
先
生
定
例
（
一
百
文　

安
藤
先
生
）

　

36
三
月
二
十
六
日

安
藤
先
生
定
例
、
板
倉
様
江
□
□
十
七
回
ニ
て
泉
香
弐
百
文　

安
藤
氏
頼

む
（
一
百
文　

安
藤
先
生
定
例
）

　

37
三
月
二
十
七
日

安
藤
先
生
定
例
、
金
壱
朱
也
万
葉
集
質
物
ニ
置
候
咄
し
受
出
し
之
代
金

（
入
金
壱
朱
也　

安
藤
先
生
参
節　
同
一
弐
百
文　

安
藤
先
生
定
例
弐
度

分
）（
一
金
壱
朱
也　

安
藤
へ
遣
候
節
く
つ
し
）（
一
金
壱
朱
也　

安
藤
野

雁
子
へ
万
葉
新
考
請
戻
候
由
ニ
而
）

　

38
三
月
二
十
八
日

安
藤
先
生
来
る
（
略
）
安
藤
氏
万
葉
本
預
り　

は
な
わ
次
郎
様
江
万
葉
の

講
釈
ニ
行
、
聞
人
不
参
ニ
て
見
合
ニ
成
、
夕
方
帰
る
、
伊
豆
記
四
巻
は
な
わ

ゟ
借
る
（
略
）
安
藤
先
生
七
時
ニ
帰
る

　

39
三
月
二
十
九
日

安
藤
先
生
定
例
（
一
百
文　

安
藤
先
生
江
）

　

40
三
月
（
日
付
不
明
）

三
月
中　

出
弐
百
文　

安
藤
刀
弥
子
ニ
両
度
遣
候
分
三
月
十
六
日
ゟ
日
々
百
文
ツ
ヽ
遣

候
事
ニ
取
極
メ

　

安
政
二
年
三
月
の
後
半
部
分
を
ま
と
め
て
記
し
た
。
⒄
以
後
と
同
様
、
定
経

の
使
用
人
春
吉
の
記
し
た
日
記
に
依
っ
て
い
る
が
、
37
の
二
、
三
番
目
の
か
っ

こ
内
及
び
40
は
定
経
が
記
し
た
も
の
（
注
2
ウ
参
照
）
に
依
っ
て
い
る
。

　

三
月
前
半
か
ら
引
き
続
い
て
、
毎
日
の
よ
う
な
定
経
方
訪
問
と
百
文
、
そ
し

て
定
経
依
頼
の
仕
事
を
行
う
（
27
28
33
36
38
）
と
い
う
基
本
型
は
こ
こ
に
も
見

ら
れ
る
。「
定
例
」
と
い
う
言
い
廻
し
が
効
い
て
い
る
し
、
40
に
よ
っ
て
、
定

経
が
「
取
極
メ
」
に
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
野
雁
の
窮
状
を
見
兼
ね
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
か
な
り
手
厚
い
処
遇
で
あ
る
。

　

27
に
、
野
雁
に
関
わ
る
人
物
と
し
て
、
高
原
礼
之
進
と
い
う
初
見
の
名
が
見
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ら
れ
る
。
野
雁
の
「
縁
類
」
と
あ
る
の
だ
が
、
野
雁
の
血
縁
の
中
に
は
高
原
姓

は
見
当
ら
な
い
し
、
桑
折
の
銀
山
方
役
人
の
中
に
も
見
ら
れ
な
）
13
（
い
。
義
弟
安
藤

政
昭
は
奥
州
平
藩
か
ら
安
藤
家
に
入
っ
た
人
だ
か
ら
、
あ
る
い
は
政
昭
に
繋
が

る
人
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
六
月
二
十
一
日
に
定
経
は
餞
別
を
贈
っ
て
い
る

（
別
稿
82
）。
江
戸
の
人
で
は
な
い
。
三
か
月
以
上
も
江
戸
に
滞
在
し
て
い
ら
れ

る
よ
う
な
身
分
の
人
で
も
あ
る
。
こ
の
人
は
「
右
同
人
之
御
咄
し
」
で
来
た
と

あ
る
。
同
人
は
勿
論
野
雁
。
こ
の
咄
し
の
内
容
は
恐
ら
く
、
野
雁
の
生
活
状
態

を
見
兼
ね
た
桑
折
の
養
父
や
義
弟
の
意
向
に
よ
る
、
今
後
の
身
の
振
り
方
に
関

わ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

野
雁
は
、
先
に
も
触
れ
た
が
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
、
仕
え
て
い

た
西
国
日
田
郡
代
寺
西
蔵
太
元
栄
の
死
去
に
遇
っ
た
。
元
栄
の
子
直
次
郎
の
奥

州
塙
代
官
就
任
に
も
従
わ
ず
に
江
戸
に
留
り
、
和
学
講
談
所
に
入
り
込
ん
で
使

い
走
り
を
し
て
い
た
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
は
八
丁
堀
同
心
の
婿
養
子

と
な
る
が
、
二
年
後
に
離
婚
、
以
後
も
江
戸
に
居
続
け
（
注
1
⑸
拙
稿
）、
安

政
二
年
の
こ
の
時
点
ま
で
職
と
言
え
る
よ
う
な
も
の
に
就
か
ず
、
極
度
の
貧
困

に
喘
ぎ
な
が
ら
江
戸
に
し
が
み
付
い
て
い
る
。
故
郷
に
戻
れ
ば
貧
困
か
ら
は
救

わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

野
雁
は
何
故
に
江
戸
に
固
執
す
る
の
か
。
翌
安
政
三
年
に
は
、
二
人
扶
持
で

銀
山
役
人
に
と
い
う
養
父
及
び
義
弟
の
願
っ
て
も
無
い
提
案
も
断
っ
て
い
）
14
（
る
。

憶
測
す
る
し
か
な
い
の
だ
が
、
一
言
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
書
籍
に
囲
ま
れ
た

生
活
の
魅
力
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
強
い
憧
れ
と

言
っ
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
か
し
、
単
に
囲
ま
れ
て
い
れ
ば
よ

い
と
い
う
わ
け
で
は
当
然
無
い
。
そ
れ
な
ら
郷
里
で
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
も
っ

と
も
、
野
雁
は
安
藤
の
家
を
継
ぐ
こ
と
を
断
っ
た
手
前
、
故
郷
に
戻
る
に
は
意

地
が
行
か
せ
な
い
。
一
方
で
、
江
戸
の
魅
力
も
行
か
せ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

野
雁
に
は
、
書
物
の
中
に
埋
れ
る
こ
と
へ
の
強
い
欲
求
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
。

き
え
の
こ
る
身
の
あ
ふ
ら
火
を
か
ゝ
け
て
も
よ
ま
ゝ
ほ
し
か
る
ふ
み
に
も

有
か
な

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
成
っ
た
『
野
雁
集
』（
常
葉
）
15
（
本
）
に
収
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
年
以
前
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
必
ず
し
も
壮
健
で
は
な

い
身
体
的
な
状
態
も
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
単
純
で
は
な
い
作
な
の
だ

が
、
彼
の
書
物
へ
の
熱
い
思
い
が
素
直
に
出
て
い
る
。
こ
の
詠
は
、
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
成
立
の
精
選
自
詠
歌
集
で
あ
る
『
野
雁
集
』（
天
理
本
）
に
は
、

執
心
の
作
を
並
べ
た
と
思
わ
れ
る
巻
末
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
思
い
入
れ
の
強

い
作
で
あ
っ
た
。
初
詠
以
後
十
年
以
上
を
経
て
、
こ
の
歌
の
持
つ
自
身
に
と
っ

て
の
意
味
が
益
々
重
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
書
は
、
も
と
よ
り
、
読
め
ば
そ
れ
で
能
事
畢
れ
り
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
書
を
通
し
て
知
識
を
蓄
積
す
る
こ
と
の
楽
し
み
だ
け
で
な
く
、
自
ら

の
力
で
新
た
な
発
見
を
す
る
喜
び
、
更
に
そ
れ
ら
を
他
者
に
披
歴
す
る
悦
楽
が

彼
を
虜
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
野
雁
の
こ
の
よ
う
な
思
い
を
可
能
に
す
る
夢
の

場
所
が
和
学
講
談
所
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
手
当
付
き
の
出
役
は
無
理
に
し
て

も
出
役
手
伝
な
ら
現
実
的
な
夢
で
は
な
か
っ
た
か
。
結
果
と
し
て
は
夢
は
夢
の

ま
ま
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
究
極
的
に
は
彼
の
力
量
不
足
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

　

高
原
礼
之
進
の
咄
し
は
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
野
雁
の
今
後
の
身
の
振
り

方
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
話
し
合
い
の
結
果
は
こ
の
条
に
は
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
野
雁
の
口
か
ら
和
学
講
談
所
の
名
が
出
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
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が
後
に
掲
げ
る
一
条
（
48
）
に
見
ら
れ
る
行
動
に
な
る
。

　

37
は
質
物
の
受
け
出
し
の
記
事
な
の
だ
が
、
前
出
⑻
の
質
物
（
衣
服
）
と
は

次
元
の
違
う
万
葉
集
が
質
草
に
な
っ
て
い
る
。「
万
葉
集
質
物
ニ
置
候
咄
し
」

（
傍
点
、
本
稿
筆
者
遠
藤
）
と
あ
る
。
こ
の
記
事
を
次
の
38
と
勘
合
す
る
と
、

春
吉
（
本
条
筆
録
者
）
は
野
雁
か
ら
、「
入
質
し
て
あ
る
万
葉
集
を
早
急
に
受

け
出
し
た
い
」
と
訴
え
ら
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
一
朱
を
春
吉
は
出

し
た
。
質
の
利
率
は
知
ら
な
い
が
一
朱
は
高
額
。
三
月
一
日
の
火
事
避
難
の
際

は
風
呂
敷
包
み
一
つ
で
逃
げ
た
の
だ
が
、
そ
の
時
万
葉
集
は
質
に
入
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
万
葉
集
が
『
万
葉
集
新
考
』
で
あ
る
こ
と
は
37
の
「
万
葉

新
考
請
戻
」
と
い
う
記
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
入
質
し
て
い
た
が
故
に

焼
失
を
免
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
を

入
質
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
貧
窮
は
極
ま
っ
て
い
た
。
身
を
斬
ら
れ
る
思

い
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

38
は
、
定
経
の
援
助
に
よ
っ
て
受
け
出
し
た
『
万
葉
集
新
考
』
を
携
え
て
か

な
り
の
意
気
込
み
で
和
学
講
談
所
に
乗
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
が
、「
聞
人
不

参
ニ
て
見
合
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
と
も
無
惨
な
結
末
で
あ
る
。
塙
塾
で

何
程
の
時
間
を
過
し
た
の
か
不
明
だ
が
、「
夕
方
帰
る
」
と
あ
る
。
聴
講
者
を

待
ち
続
け
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
間
の
野
雁
の
心
中
哉
如
何
。
野
雁
が
行
お
う
と

し
て
い
た
立
場
は
、「
和
学
稽
古
所
」
の
「
稽
古
人
」
に
該
当
す
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
安
政
二
年
時
点
で
存
立
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
実
質
上

「
稽
古
人
」
の
立
場
で
あ
ろ
）
16
（
う
。
野
雁
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
故
に
不
可
欠
な
質
受
け
出
し
で
あ
っ
た
。

　

41
（
安
政
二
年
）
四
月
一
日

安
藤
先
生
定
例
（
略
）
安
藤
先
生
写
（
一
百
文　

安
藤
先
生
定
例
）

　

42
四
月
二
日

安
藤
先
生
定
例
（
一
百
文　

安
藤
先
生
へ
）

　

43
四
月
三
日

安
藤
先
生
定
例
（
一
百
文　

安
藤
先
生
江
）

　

44
四
月
四
日

安
藤
氏
定
例
（
一
百
文　

安
藤
先
生
江
）

　

45
四
月
五
日

安
藤
先
生
定
例
（
一
百
文　

安
藤
先
生
へ
）

　

46
四
月
六
日

早
朝
ニ
安
藤
先
生
来
る
（
入
金
壱
朱
也　

安
藤
先
生
江
遣
ス
節
両
替
）（
一

百
文　

安
藤
先
生
江
定
例
遣
ス
）

　

47
四
月
七
日

安
藤
先
生
定
例
（
一
百
文　

安
藤
先
生
江
定
例
分
）

　

48
四
月
八
日

五
時
ニ
安
藤
氏
定
例
、
諧
伝
様
・
安
藤
氏
・
高
橋

（
マ
ヽ
）礼

之
進
様
御
三
人
同

道
ニ
而
番
町
江
御
出
（
一
百
文　

安
藤
先
生
江
定
例
）

　

49
四
月
九
日

安
藤
様
定
例
（
略
）
高
原
礼
之
進
様
来
る
（
一
百
文　

安
藤
先
生
江
定
例
）

　

50
四
月
十
日

安
藤
先
生
定
例
（
一
百
文　

安
藤
先
生
江
定
例
遣
ス
）

　

51
四
月
十
一
日
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（
一
百
文　

安
藤
先
生
）

　

春
吉
の
「
東
都
紀
行
録
」
の
前
半
は
四
月
十
一
日
で
終
る
（
後
半
は
六
月
十

六
日
か
ら
）。
48
の
一
条
の
み
が
重
い
。
他
は
全
て
定
例
。
こ
の
日
は
高
原
礼

之
進
が
現
わ
れ
た
三
月
十
六
日
か
ら
既
に
三
週
間
を
経
て
い
る
が
、
こ
の
日
数

が
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
定
経
の
宿
を
媒
介
に

し
て
の
情
報
だ
か
ら
で
あ
る
。
他
の
場
所
例
え
ば
野
雁
の
居
処
で
野
雁
・
高
原

の
対
面
が
何
回
か
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
可
能
性
は
十
分
に

あ
り
、
対
談
の
結
果
が
こ
の
日
の
塙
塾
行
き
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
野

雁
・
高
原
の
他
に
諧
伝
津
田
真
道
が
付
き
添
っ
て
い
る
。
野
雁
に
と
っ
て
は
心

強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
日
の
塙
塾
行
き
の
目
的
は
、
野
雁
を
和
学
講
談
所
に
採
用
し
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
入
れ
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
時
の
塙
忠
宝
の
反
応

が
即
断
で
下
さ
れ
た
の
か
或
い
は
後
日
に
と
延
ば
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
最
終
的
に
は
野
雁
の
願
い
は
叶
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
後
も
野

雁
は
番
町
に
足
を
運
ん
で
い
る
。
但
し
、
そ
の
目
的
は
定
経
の
日
記
か
ら
は
伺

い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
執
着
は
持
続
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
後
に
塙
忠

宝
は
不
慮
の
死
に
遇
う
の
だ
が
、
そ
の
後
任
が
野
雁
の
予
測
通
り
だ
っ
た
と
定

経
が
記
し
て
い
て
、
野
雁
の
番
町
へ
の
思
い
は
消
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
。

　

52
（
安
政
二
年
）
四
月
十
二
日

十
二
十
三
両
日
分
出
弐
百
文　

野
雁
子
へ
遣
ス

　

53
四
月
十
四
日

一
百
文　

野
雁
子
へ
恵

　

54
四
月
十
五
日

一
百
文　

野
雁
子
へ
恵

　

55
四
月
十
六
日

一
弐
百
文　

今
明
両
日
野
雁
子
へ
恵
分

　

56
四
月
十
九
日

一
弐
百
文　

野
雁
子
へ
昨
今
恵
之
分

同
日
一
百
文　

菓
子
代　

高
原
氏
来
候
節　

薬
品
会
ゟ
帰
候
而

　

57
四
月
二
十
日

一
百
文　

野
雁
子
へ
恵
候
分

　

58
四
月
二
十
一
日

一
百
文　

野
雁
子
恵
分　

但
シ
わ
れ
留
主
□
文
の
上
へ
さ
し
置
候
分
如
何

か

　

59
四
月
二
十
二
日

一
百
文　

野
雁
子
へ
恵
分

　

60
四
月
二
十
三
日

一
百
文　

野
か
り
子
へ

　

61
四
月
二
十
四
日

一
百
文　

野
雁
子
へ

　

62
四
月
二
十
五
日

一
三
百
文　

野
雁
子
へ
三
日
両
分

　

63
四
月
二
十
八
日

廿
八
廿
九
朔
日
分
一
三
百
文　

野
雁
子
へ
恵
分
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64
五
月
三
日

□
□
三
日
両
日
分
渡
ス
一
弐
百
文　

野
雁
子
へ
恵

　

65
五
月
四
日

一
百
文　

右
同
断

　

資
料
（
注
2
ウ
）
は
五
月
四
日
で
終
っ
て
い
る
の
で
区
切
り
と
し
た
。

　

こ
こ
で
の
野
雁
は
、
百
文
の
た
め
に
只
管
通
い
続
け
て
い
る
。
金
銭
出
納
控

え
だ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
た
の
か
、
何
時
間
く
ら
い
定
経
の
宿
に
居

た
の
か
等
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
百
文
と
い
う
金
額
の
価
値

が
ど
の
程
度
な
の
か
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

た
っ
た
四
杯
で
夜
も
眠
れ
な
い
上
喜
撰
四
半
斤
の
価
が
二
百
七
十
二
文
（
二

百
七
十
文
の
時
も
あ
る
）
し
て
い
る
（
安
政
二
年
六
月
二
十
四
日
条
、
他
）。

一
斤
を
六
百
グ
ラ
ム
と
す
る
と
四
半
斤
は
百
五
十
グ
ラ
ム
。
す
る
と
、
上
喜
撰

百
グ
ラ
ム
の
価
は
二
百
四
文
と
な
る
。
上
喜
撰
の
質
が
現
在
の
お
茶
の
ど
の
辺

り
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
現
在
の
高
級
茶
が
百
グ
ラ
ム
当
り

二
千
円
と
す
る
と
、
百
文
は
約
千
円
に
な
る
。
ま
た
、
酒
二
合
が
百
文
と
も
あ

る
（
文
久
四
年
三
月
一
日
条
、
他
）
が
、
五
合
で
百
七
十
二
文
（
安
政
二
年
六

月
二
十
一
日
条
、
他
）
と
も
あ
り
、
後
者
だ
と
百
文
で
三
合
弱
と
な
る
。
お
茶

の
場
合
よ
り
百
文
の
価
値
は
か
な
り
低
く
な
る
。
天
婦
羅
蕎
麦
一
杯
が
二
百
文

（
文
久
三
年
十
二
月
七
日
）
と
も
あ
る
。
天
婦
羅
は
高
価
だ
っ
た
ら
し
い
。
百

文
で
は
二
日
に
一
回
し
か
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
最
も
比
較
し
易
そ
う

な
米
価
を
出
し
て
み
る
。
白
米
五
升
が
二
朱
（
元
治
元
年
七
月
十
四
日
条
）
と

あ
る
（
米
価
は
し
ば
し
ば
高
騰
し
て
い
る
の
で
安
政
二
年
の
頃
は
も
っ
と
低
価

格
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
）。
一
朱
が
約
四
百
文
と
す
る
）
17
（
と
、
百
文
で
は
米
六

合
強
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
か
つ
が
つ
糊
口
を
凌
ぐ
こ

と
の
で
き
る
数
字
に
な
る
。
た
だ
、
六
合
弱
は
約
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
弱
、
現
在
米

価
は
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
約
二
千
円
と
す
る
と
、
百
文
は
現
在
の
四
百
円
と
な
っ
て

し
ま
う
。
こ
れ
で
は
安
価
に
過
ぎ
る
。
右
の
う
ち
の
ど
れ
が
妥
当
な
の
か
わ
か

ら
な
い
が
、
百
文
が
さ
ほ
ど
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
定
経
は
野
雁
へ
の
百
文
を
恵
と
記
し
て
い
る
。
憐
愍
の
情
忍
び
ず
と

い
う
感
を
抱
い
て
し
ま
う
。
た
だ
、

一
金
壱
分
也　

み
は
る
屋
お
あ
い
女
へ
恵
ミ
右
ゑ
つ
せ
わ
ニ
相
成
候
ニ
付
歳
暮
（
文
久

三
年
十
二
月
二
十
八
日
条
）

一
金
弐
朱
也　

山
城
屋
下
代
時
次
郎
へ
年
玉
と
て
恵
ミ
（
文
久
四
年
二
月

五
日
条
）

の
よ
う
に
、
歳
暮
・
年
玉
に
も
恵
と
記
し
て
い
る
。
相
手
は
共
に
定
経
の
目
上

の
人
で
は
な
い
の
で
、
上
か
ら
の
目
線
と
い
う
感
は
拭
え
な
い
。
し
か
し
、
憐

愍
・
お
慈
悲
を
も
っ
て
百
文
を
恵
ん
で
や
る
と
い
う
よ
う
な
高
飛
車
な
姿
勢
は

無
い
と
解
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
好
意
で
、「
あ
げ
る
よ
」
と
い
う
程
度
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

百
文
絡
み
で
も
う
一
言
述
べ
て
お
く
。

一
百
文　

三
島
自
寛
短
冊
壱
枚
代　

芝
ニ
而
（
文
久
三
年
十
一
月
二
十
四

日
条
）

　

三
島
景
雄
、
号
自
寛
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
没
し
て
い
る
。
徳
川
家

御
用
呉
服
商
の
隠
居
で
、『
烟
経
』
と
い
う
著
が
あ
る
ら
し
い
）
18
（
が
、
内
容
は
不

明
。
さ
ほ
ど
の
著
名
人
で
は
な
い
よ
う
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
短
冊
一
本
が
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百
文
な
の
で
あ
ろ
う
。
書
画
骨
董
に
眼
が
無
か
っ
た
定
経
に
と
っ
て
は
物
の
数

に
入
ら
な
い
。

　

野
雁
も
数
多
く
の
短
冊
を
書
い
て
い
る
。
軸
・
懐
紙
・
扇
面
等
も
少
く
な
い
。

桑
折
・
岩
淵
・
熊
谷
に
集
中
し
て
い
る
。
野
雁
の
場
合
は
直
接
買
い
手
に
渡
し

た
の
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
短
冊
一
本
が
百
文
に
も
な
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
お
銚
子
一
本
が
代
価
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
野
雁

に
と
っ
て
は
止
む
を
得
な
い
多
量
染
筆
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

右
記
の
65
以
後
も
な
お
野
雁
に
関
わ
る
記
事
は
続
く
が
、
大
量
な
の
で
専
ら

紙
幅
の
関
係
上
、
以
下
は
別
）
19
（
稿
に
送
る
こ
と
に
す
る
。

　

追
記

一
、
本
稿
を
な
す
に
当
り
、
前
稿
ま
で
と
同
様
、
角
田
桜
岳
玄
孫
角
田
万
幸
様
、

富
士
宮
市
教
育
委
員
会
伊
藤
昌
光
様
、
元
富
士
市
教
育
委
員
会
若
月
正
巳

様
の
御
高
配
を
戴
き
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

注
1　

⑴ 

「
安
藤
野
雁
考
・
補
（
そ
の
五
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と 

し
て
の
伝
記
―
」（「
成
蹊
国
文
」
四
二
号　

平
成
二
一
年
三
月
）

⑵
「
安
藤
野
雁
考
・
補
（
そ
の
六
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と

し
て
の
伝
記
―
」（「
成
蹊
国
文
」
四
三
号　

平
成
二
二
年
三
月
）

⑶
「
安
藤
野
雁
考
・
補
（
そ
の
七
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と

し
て
の
伝
記
―
」（「
成
蹊
国
文
」
四
四
号　

平
成
二
三
年
三
月
）

な
お
、
右
掲
以
外
の
、
安
藤
野
雁
に
つ
い
て
の
拙
稿
を
左
に
掲
げ
て
お
く
。

⑷
「
安
藤
野
雁
考
（
一
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と
し
て
の
伝

記
―
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
三
冊　

笠
間
書
院　

昭
和
四
七
年
一
一
月
刊
）

⑸
「
安
藤
野
雁
考
（
二
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と
し
て
の
伝

記
―
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
四
冊　

笠
間
書
院　

昭
和
四
八
年
一
一
月
刊
）

⑹
「
安
藤
野
雁
考
（
三
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と
し
て
の
伝

記
―
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
五
冊　

笠
間
書
院　

昭
和
五
〇
年
一
〇
月
刊
）

⑺
「
安
藤
野
雁
考
（
補
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と
し
て
の
伝

記
―
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
一
五
冊　

笠
間
書
院　

昭
和
六
一
年
九
月
刊
）

⑻
「
翻
刻
・
安
藤
野
雁
『
野
雁
集
』（
常
葉
本
）」（「
成
蹊
国
文
」
二
〇
号　

昭
和

六
二
年
三
月
）

⑼
「
翻
刻
・
安
藤
野
雁
『
旅
路
の
草
の
葉
』」（「
成
蹊
大
学
文
学
部
紀
要
」
二
四
号　

平
成
元
年
一
二
月
）

⑽
「
安
藤
野
雁
考
・
補
（
そ
の
二
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と

し
て
の
伝
記
―
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
二
二
冊　

笠
間
書
院　

平
成
一
〇
年

三
月
刊
）

⑾
「
安
藤
野
雁
考
・
補
（
そ
の
三
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と

し
て
の
伝
記
―
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
二
四
冊　

笠
間
書
院　

平
成
一
三
年

六
月
刊
）

⑿
「
安
藤
野
雁
考
・
補
（
そ
の
四
）
―
そ
の
著
『
万
葉
集
新
考
』
研
究
の
基
礎
と

し
て
の
伝
記
―
」（「
成
蹊
国
文
」
三
七
号　

平
成
一
六
年
三
月
）

2　

定
経
の
日
記
等
の
角
田
家
伝
来
の
資
料
は
、
現
在
、
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
に
寄

託
さ
れ
て
い
る
が
、
日
記
に
つ
い
て
は
、
同
委
員
会
か
ら
「
角
田
桜
岳
日
記
」
の
名

称
で
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
採
り
上
げ
る
範
囲
の
分
の
翻
刻
を
念
の
た

め
左
に
掲
げ
て
お
く
。

ア 

嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）（
一
八
五
四
）
五
月
十
七
日
〜
七
月
九
日
…
…
無
題

（
整
理
番
号
三
十
）（『
角
田
桜
岳
日
記
三
』
所
収
）

イ 

嘉
永
七
年
五
月
二
十
八
日
〜
七
月
十
日
…
…
「
小
遣
扣
」（
同
右
）

ウ 
嘉
永
七
年
八
月
二
十
五
日
〜
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
五
月
四
日
…
…
「
覚
」

（
整
理
番
号
五
十
一
）（『
角
田
桜
岳
日
記
五
』
所
収
）

エ 
安
政
二
年
二
月
二
十
一
日
〜
四
月
十
一
日
、
六
月
十
六
日
〜
七
月
二
十
六
日
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…
…
「
東
都
紀
行
録
」（
定
経
の
使
用
人
、
春
吉
筆
録
）（
整
理
番
号
三
十
一
）

（『
角
田
桜
岳
日
記
三
』
所
収
）

オ 
安
政
二
年
五
月
一
日
〜
八
月
二
十
二
日
…
…
「
客
舎
諸
費
記
」（
整
理
番
号
五
十

二
）（『
角
田
桜
岳
日
記
五
』
所
収
）

カ 

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
九
月
十
二
日
〜
十
一
月
二
十
三
日
…
…
「
田
畑
山
林

雅
俗
見
聞
日
記
五
番
」（
整
理
番
号
三
十
三
）（『
角
田
桜
岳
日
記
四
』
所
収
）

キ 

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
一
月
二
十
五
日
〜
四
月
六
日
…
…
無
題
（
整
理
番
号

三
十
六
）（『
角
田
桜
岳
日
記
四
』
所
収
）

3　
『
刀
祢
記
』
の
野
雁
自
筆
本
は
現
存
せ
ず
、
福
島
県
立
郷
土
歴
史
館
蔵
の
転
写
本
に

依
っ
た
の
だ
が
、「
如
斯
有
」
の
個
所
が
、
渡
辺
刀
水
編
著
『
安
藤
野
雁
集
』（
上
田

泰
文
堂　

昭
和
九
年
三
月
刊
）
に
は
「
如
斬
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
が
意

は
通
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

な
お
、
右
記
の
「
入
霞
記
」
に
は
、
右
掲
の
文
に
続
い
て
「
有
不
得
止
之
故
、
成

章
寄
戸
田
氏
之
家
臣
」
と
あ
る
。
戸
田
氏
家
臣
は
、
医
師
（
藩
医
か
）
安
藤
玄
昌
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
定
経
の
日
記
の
文
久
二
年
・
三
年
の
分
（『
角
田
桜
岳
日
記
四
』

所
収
、
整
理
番
号
三
十
六
）
に
該
当
す
る
日
記
の
中
に
、
目
録
で
は
な
い
雑
録
風
の

八
丁
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
文
久
三
年
二
月
二
十
八
日
と
同
月
二
十
九
日
の
記
事
の

間
で
あ
る
。『
日
記
四
』
に
は
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
日
記
で
は
な
い
と
い
う
判
断
に

よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
に
、

　
　
　

江
戸
浜
町
戸
田
河
内
守
殿
内伊
東
玄
朴
門
人

　

安
藤
玄
昌 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
鴈
懇
意　

　

と
あ
る
。
玄
朴
は
、
定
経
や
彼
に
近
い
人
々
に
調
薬
し
て
い
る
医
師
で
あ
る
（
安
政

二
年
三
月
二
十
二
日
条
、
同
年
六
月
二
十
二
日
条
他
）。
日
記
に
は
、
伊
東
玄
圭
・
伊

東
玄
考
（
弟
子
）
と
い
っ
た
名
も
出
て
く
る
。
玄
圭
は
玄
朴
の
子
息
で
あ
ろ
う
か
。

玄
朴
は
、
佐
賀
鍋
島
藩
の
医
師
松
尾
徳
明
が
著
し
た
自
身
の
『
徳
明
一
代
記
』（
吉
田

洋
一
・
中
野
正
裕
「
幕
末
佐
賀
蘭
方
医
・
松
尾
徳
明
一
代
記
に
つ
い
て
」〈「
久
留
米

大
学
比
較
文
化
研
究
」
四
五
輯　

平
成
二
三
年
三
月
〉
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
に

依
っ
た
）
に
よ
る
と
、
嘉
永
四
年
十
二
月
条
に
、
藩
の
医
学
寮
か
ら
開
業
免
札
を
受

け
た
藩
医
の
名
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
中
の
江
戸
詰
の
医
師
の
中
に
伊
東
玄
朴
の
名

が
見
ら
れ
る
。
伊
東
玄
朴
は
佐
賀
鍋
島
藩
江
戸
詰
の
藩
医
で
あ
っ
た
。
玄
朴
の
門
人

安
藤
玄
昌
と
野
雁
が
懇
意
に
な
っ
た
の
は
定
経
が
手
引
き
を
し
た
こ
と
に
よ
る
の
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
野
雁
が
玄
昌
を
介
し
て
定
経
に
玄
朴
を
紹
介
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

4　

宮
崎
幸
磨
『
好
古
雑
纂
』（
好
古
社　

明
治
三
三
年
刊
）（『
国
学
者
伝
記
集
成
』
所

収
）、『
増
補
大
国
隆
正
全
集
第
八
巻
』（
国
書
刊
行
会　

平
成
一
三
年
九
月
刊
）
な
ど

に
よ
る
。
な
お
、「
日
本
橋
北
内
神
田
両
国
浜
町
明
細
絵
図
」（
安
政
六
年
再
板　

尾

張
屋
版
）（『
嘉
永
慶
応

江
戸
切
絵
図
全
』（
人
文
社　

昭
和
四
一
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
久
松
町

に
諸
岡
貞
春
の
名
が
見
ら
れ
る
（
理
助
の
名
は
確
認
で
き
な
い
）。
久
松
町
は
定
経
の

宿
の
あ
る
馬
喰
町
二
丁
目
か
ら
近
い
。
貞
春
の
家
の
隣
り
に
福
田
宗
玄
の
名
が
あ
る
。

天
保
初
年
に
茅
場
町
に
居
た
宗
玄
の
家
で
隆
正
は
国
典
の
講
義
を
し
て
い
て
、
両
者

は
旧
知
の
間
柄
。
な
お
、
同
じ
区
画
内
に
儒
者
佐
藤
一
斎
が
居
り
、
隣
り
の
区
画
に

は
佐
藤
民
之
助
の
名
が
あ
る
。
隣
接
す
る
薬
研
堀
に
は
数
年
前
ま
で
芦
ノ
屋
麻
続
一

が
居
た
。

5　
「
□久
松
町
ニ
遇
居
罷
在
候
野
元
隆
正
先
生
を
訪
ふ
、
門
人
平
田
某
出
て
…
…
」（
五

月
十
七
日
条
）
と
あ
る
。
野
元
は
野
々
口
の
誤
記
。
翌
々
日
、
平
田
某
（
仲
治
）
が

隆
正
著
の
『
文
武
虚
実
論
提
要
』
を
持
っ
て
定
経
の
宿
に
来
て
い
る
。
平
田
仲
治
の

訪
問
は
、
こ
の
五
月
十
七
日
以
後
六
月
二
日
ま
で
の
約
二
週
間
に
六
回
。
そ
の
後
は

途
絶
え
て
い
る
。

6　
『
刀
祢
記
』
に
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
岩
淵
に
お
け
る
こ
と
と
し
て
講
義
内
容

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
注
1
⑸
拙
稿
に
も
述
べ
た
。
な
お
、
そ
の
稿
に
お
い
て
、

野
雁
は
隆
正
に
会
っ
た
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
記
し
た
が
、
誤
り
で
あ
っ
た
。
嘉

永
七
年
（
安
政
元
年
）（
一
八
五
二
）
以
後
ま
で
広
げ
れ
ば
、
野
雁
の
講
義
は
何
回
も

行
わ
れ
て
い
る
。

7　

小
山
正
著
『
幕　

末

国
学
者

八
木
美
穂
伝
』（
八
木
美
穂
顕
彰
会　

昭
和
三
五
年
六
月
刊
）

8　

野
雁
の
義
弟
で
桑
折
の
半
田
銀
山
方
役
人
で
あ
っ
た
安
藤
政
昭
の
記
し
た
日
記
に

は
、
桑
折
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
江
戸
に
お
い
て
も
親
身
に
助
力
し
て
い
る
こ
と
が

詳
述
さ
れ
て
い
る
（
注
1
⑾
拙
稿
）。

9　

嘉
永
六
年
の
切
絵
図
（「
改
正
上
野
下
谷
辺
図
全
」
嘉
永
六
年
板　

近
吾
堂
）
に
は
、

下
谷
（
現
上
野
六
丁
目
）
に
中
藤
辰
之
助
の
名
が
認
め
ら
れ
る
。
出
府
し
た
政
昭
も
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そ
こ
を
訪
ね
て
い
る
の
で
確
認
で
き
る
（
政
昭
の
日
記
『
坐
右
小
簿
』、
嘉
永
六
年
四

月
七
日
条
他
）。

10　

日
記
原
文
に
は
、
七
日
で
は
な
く
八
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。
次
条
の
八
日
の
個
所

は
七
日
と
な
っ
て
い
る
。
前
後
の
内
容
を
検
討
す
れ
ば
誤
記
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。『
角
田
桜
岳
日
記
』
に
は
、
⒇
が
「
三
月
八

（
マ
ヽ
）日

」、
21
が
「
三
月
七
（
マ
ヽ
）日

」
と

翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

11　
『
角
田
桜
岳
日
記
三
』
に
は
「
水
町
吉
道
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
原
文
は
吉
と
読

め
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
玄
と
読
む
の
が
正
し
い
。
な
お
『
徳
明
一
代
記
』（
注
3
参

照
）
に
よ
れ
ば
、
鍋
島
藩
の
「
御
本
丸
御
匙
」
の
中
に
水
町
昌
庵
の
名
が
あ
る
。
玄

道
は
こ
の
昌
庵
の
縁
者
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
日
記
の
嘉
永
二
年
十
二
月

十
日
条
に

　
　
　

同
本
町
三
丁
目
四
丁
目
間
き
ろ
く
橋

　
　
　
　
　

伊
東
門
人　

水
町
玄
道

　

と
あ
る
（『
角
田
桜
岳
日
記
五
』
に
は
水
野
玄
道
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
誤
刻
）。
住

所
が
⒄
と
は
違
う
が
転
居
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
玄
道
も
ま
た
、
伊
東
玄
朴
に
繋
が

る
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。

12　

こ
の
記
事
は
三
月
十
六
日
付
で
始
ま
る
「
覚
」
に
重
出
し
て
い
る
も
の
。

13　

安
藤
政
昭
の
日
記
『
坐
右
小
簿
』
に
は
、「
高
原
返
金
之
義
云
々
」（
安
政
三
年
五
月

六
日
条
）
と
あ
る
。
こ
の
高
原
は
、
名
も
身
分
も
不
明
だ
が
、
銀
山
方
に
何
ら
か
の

関
わ
り
の
あ
る
人
の
よ
う
な
の
で
、
高
原
礼
之
進
は
、
あ
る
い
は
こ
の
高
原
か
ま
た

は
そ
の
縁
者
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

14　

注
1
⑾
拙
稿

15　

注
1
⑻
拙
稿
に
お
い
て
翻
刻
し
た
。

16　

野
雁
は
塙
塾
で
も
本
を
読
ん
で
や
っ
て
は
お
鳥
目
を
戴
い
て
、
そ
れ
で
酒
を
飲
ん

で
い
た
と
い
う
。

17　

日
記
の
安
政
二
年
四
月
二
十
一
日
条
に
、
上
喜
撰
四
半
斤
代
と
し
て
「
壱
朱
」
と

記
し
た
次
行
に
「
釣
銭
百
三
十
六
文
」
と
記
し
、
こ
れ
を
ミ
セ
消
チ
に
し
て
「
此
分

（
一
朱
を
指
す
…
…
遠
藤
注
）
弐
百
七
拾
弐
文
か
可
改
事
」
と
付
注
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
一
朱
は
四
百
八
文
と
い
う
計
算
に
な
る
。

18　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
。

19　
『
論
集
上
代
文
学　

第
三
十
三
冊
』（
未
刊
）
収
載
予
定
。

 

（
え
ん
ど
う
・
ひ
ろ
し　

本
学
名
誉
教
授
）




